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最
適
消
費
の
理
論
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト

.

.

, 

川

又

邦

雄

フ序

年
々
の
生
産
物
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
を
消
費
し
、
ど
れ
だ
け
を
投
資
に
向
け 

る
べ
き
か
は
、
ラ
ム
ゼ
イ〔

7〕

以
来
多
く
の
経
済
学
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ 

ズ
き
た
。
そ
の
最
近
の
成
果
は「

新
古
典
派
定
理」

や

「
消
費
タ
ー
ン
パ
イ
ク 

の
矩
理J

に
よ
っ
て
要
約
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
：

こ
れ
ら
の
'定
理
は
、
新
古
典
派
的
生
産
関
数
と
一
定
率
で
成
長
す
-る
労
働
供 

給
と
い
う
仮
定
を
含
め
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
条
件
を
認
め
：：れ
ば
論
理
的
に
は 

ま
っ
た
く
正
し
い
が
、
そ
の
中
に
は
い
く
つ
.か
の
問
題
と
す
べ
き
前
提
が
含
ま 

れ
て
.
.い
る
。「

新
古
典
派
定
理」

.
の
場
合
に
は
、

実
現
可
能
な
径
路
と
し
て
均 

衡
成
長
径
路
だ
け
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
と
り
わ
け
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
し
、
こ
の
困
難
を
苋
服
し
、
そ
の
一
般
化
と
し
て
提
示
さ
れ
た「

消
费
タ 

丨
ン
パ
イ
ク
足
理」

で
は
、
目
的
関
数
が
各
期
の
効
用
の
和
と
し
て
と
ら
え
ら 

れ
、

興
時
点
間
の
消
費
の
間
の
代
替V

補
完
関
係
が
無
視
さ
れ
て
い
る
.こ
と 

が
、
何
よ
り
も
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
'

こ
の
ノ
ー
ト
のE

2

的
は
、
異
時
点
間
の
消
費
の
相
互
依
存
関
係
を
認
め
る
..一

般
的
な
厚
生
関
数
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
適
径
路
の
条
件
を
求
め
そ
の 

経
済
的
意
味
を
考
察
し
、
厚
坐
関
数
を
特
定
化
す
る
こ
.と
に
よ
っ
て
、
い
か
に 

「

消
费
タ
ー
ン
パ
‘ィ
ク
定
理」

：
が
導
か
れ
る
か
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

わ
れ
わ 

れ
の
方
法
は
、
伝
統
的
な
資
本
理
論
と
の
関
連
に
お
い
て
最
近
の
進
展
を
理
解 

し
、
変
分
学
や「

最
大
値
原
理」

を
用
い
な
い
初
等
的
な
手
法
に
よ
っ
て
'-
.消 

费
タ
ー
ン
パ
ィ
ク
定
理J

の
証
明
を
.与
え
う
る
と
い
う

特
色
を
も

つ
も
の
で
あ 

る
。：
1

,

ン

C
1
V
7「

新
古
典
派
定
理」

と

は

「

均
衡
成
畏
経
路
の
中
で
、1

人
当
り
の
消

 ̂

.
量
を
最
大
に
す
る
も
の
は
、
成
長
率
が
資
本
の
限
界
生
産
力

(

自
己 

,

.利
子
率)

に
等
し
い
径
路
で
あ
る」

こ
と
を
主
張
ず
る
定
理
で
あ
る
。
こ
の
事 

.
実
は
.、
た
と
え
ば
フ
ヱ
ル
ブ
ス〔

6〕

、

ソ
ロ
ー〔

9〕

な
ど
に
よ
っ
て
証
明
さ 

れ
たま

た「

消
贤
ター

ン
パ
ィ
ク
定
理
1-
,
と
は
、「

初
期
お
よ
び
期
末
の
資
本
ス 

ト
ッ
ク
を
所
与
と
し
て
、
計
画
期
問(

o〜

T
期)

内
の
消
赀
似
が
も
た
ら
す 

効
用
の
一
定
率
，̂
で
割
引
か
れ
た
総
和
一
。
艮
e
s
s:
i
.を
最
大
に
す
る
よ
う
な 

径
路
は
、.
計
画
期
間
が
長
期
.の
場
合
に
は
"
大
部
分
'「

新
古
典
派
定
理」

の
最 

適
径
路
の
近
く
を
通
る」

こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ

ン

〔

8〕

、

キ
ャ
ス〔

1〕

、.
宇

沢〔

10〕

な
ど
に
よ
っ
て
証
明
が
.与
え
ら
れ 

た
。

.

な
お
以
上
の
点
に
つ
い
て
ョ
.リ
く
わ
し
く
は
川

又〔

4〕

な
ら
び
に
そ
こ
に 

掲
げ
た
引
用
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

.

.

ニ
モ
デ
ル
の
仮
定

社
会
に
は
、
資
本
、
労
働
の
二
つ
の
生
産
要
素
が
あ
り
、
資
本
を
K
、
労
働 

を
乙
だ
け
用
い
る
と
生
産
物
が
、

• 

s 

Y
=

F
(K

,  

L
)

だ
け
生
産
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
こ
で
生
産
関
数P

(K
,  L

)

に
つ
い
て
は
、
 

各
要
素
の
限
界
生
産
力
が
プ
ラ
ス
で
通
減
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
規
模
に
関
す 

る
収
獲
不
変
性
が
あ
る
こ
と
を
仮
定
す
る
も
の
と
す
る
。

生
産
物
Y
は
、

. 

.

( 2)  

Y
(J)=

c
(i)

十
I
S

を
満
た
す
よ
う
な
任
意
の
仕
方
で
、
消
費
C
お
よ
び
投
資
I
に
配
分
さ
れ
う
る 

と
す
る
。
こ
こ
で
、

.

.

.

.

.：

.

(3)  

I
s
=
§ 
+ 
1 丫 
K
S

と
あ
ら
わ
さ
.れ
る
と
と
に
注
意
し
よ
う
。

な
お
6
は
時
点
を
示
す
文
字
で
.あ 

る
。最

後
に
労
働
の
供
給
は
、
初
期
量
を
l
3)  
= 
l。
と
し
て
、
毎
期
一
定
の
n 

の
増
加
率
で
、

(4)  

L
s
=

L
C

(l+
^
y

 

w
>
〇

の
よ
う
に
外
生
的
に
与
え
ら
れ
、
初
期
点
0
お
よ
び
期
末
?
に
お
け
る
資
本
量 

最
適
消
費
の
理
論
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト

は
、
例(

0)

=
^3

k
(t)h

k
t'

の
水
準
に
定
ま
う
て
い
る
も
の
と
す
る
- 

以
上
の
資
源
な
ら
び
に
技
術
の
制
約
の
下
で
、
目
的
関
数
、

o
o

O
I-1

0

1
H-1

L
(0

) ，
L

(1
)，

.  

，
L

(T
-

l)y

を
最
大
に
す
る
よ
ぅ
な
径
路
を
見
い
だ
す
こ
と
が
以
下
の
目
標
で
あ
る
。
こ
こ 

で
W
は
各
要
素
の
増
加
閨
数
、
か
つ
凹
で
あ
る
も
の
と
し
よ
ぅ
。

つ
ぎ
に
分
析
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
，

Y

o?

Ho H 内 t-
II
せ

IIII
校

の
ょ
ぅ
な
変
数
の
変
換
を
行
い
、

II

か

と
定
義
す
.る
こ
と
.に
し
.よ
..ぅ
。

す
る
と
わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
、
'

3
 

2
/
s
=
/(

s))

3

<s
?
s
=
p
+
e

5+
l)

l
5)

+
c
s

(
1
0
)

か
o)

=

r

=

t

§

=

f

K
t

国

七

五

(

三
ニ
三)



の
制
約
の
下
に
、：

(1
.1

)W
=

匀(c
(s

,c
(i) ，

…

：VC
(T

 
丨1))  

を
最
大
に
す
る
と
い
ぅ
こ
と
に
帰
着
さ
れ
る
。

.

三。
最適条

#:
.

七

六

(

三
ニ
四)

§

馨

—

1)
m

§

x

(

l

+

e

=

l

+

/

、a
s

)

を
ぅ
る
。
こ
こ
でf

、m
y
}

が
本
の
限
界
生
産
力
を
意
味
し
、

.

.

.

.

m

 

' 

• 

mo>
c(

T
l)

/
、
l

s

1

 

<5
>
c
s

x
p
+
n
Y

mQ>
c

s

m

■

1

1

)

m

§

)

x
t-*
c-*.
I

こ
の
問
題
を
解
く
た
.め
に
、

も=

与(c(0
) ，

c
(l) ，. ：

：
. ，

c
c
r—

l))

(12)  

HI i  

■

.

十

- «
1
/(

み
8)

丄

1
+
さ)
客

+
1)

+
々
8
丨
<;8)

.

を
考
え
よ
ぅ
。
こ
こ
.で
货
は
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
未
定
乗
数
で
あ
る
-'
0

02
)
を
未
知
数 

cs (

C+
.

H
0
,.1

,
s
 

T
l,2

,…
…
，

T
—

1
)  

冷
a
=
p
l
, 

に
つ
い
て
偏
微
分
し
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
o
と
お 

く
と
、

(

03)  

(

«-=
0

,1
,

.

,叼
丨
1)

g

? 

\
彥

+
1
)=

:P
T

p

+

e

(t=
=

l,2
,

.,T
I1

)

.

(15) 

/

s

^

—

p

+

w

g

i

+i-
i

+

K

&

H

C

s

u

=

p

1
,

.,
T
I
1
)

を
ぅ
る 

.

方
程
式
の
数
は
oo
H
l
t-
*
箇
で
未
知
数
の
数
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、

03
)〜

 

㈣
は
適
当
な
条
件
の
下
に
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
，れ
ら
の
式
の
経
済
的
意
味
を
知
る
た
め
に
(|
3
)

ょ
り
外
を
求
め
そ
れ
を
(1
4
)

に 

代
入
す
れ
ば
、

と
な
る

-
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
(1
7)式
は
、
 

g
.

今
期
の
消
費
と
次
期
の
消
费
の
間
の
時
差
選
好
率=

资

本

の

.
限

界

生

産

力
 

(

自
己
利
子
率)

と
い
ぅ
異
時
点
間
の
最
適
資
源
配
分
の
た
め
の
周
知
の
条
件
を
示
し
て
い
る
こ 

と
が
.わ
か
る
。

03
)
が
ら
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
？

S ：

は
，一^

2

計
画
期
間
内
の
す
べ
て
の
期
の
消
費 

置
に
依
存
し
て
定
ま
る
変
数
で
あ
る
。

と

こ

ろ

が「

消
費
タ
ー
ン
パ
ィ
ク
定 

理」
の
依
拠
ず
る
.仮
定
、の
下
で
は
目
的
関
数
(5
)
は
、

:

m

^

=

M

秦
 
§

:
 

'

(

2)

の
よ
ぅ
な
形
を
し
て
い
る
の
で
、

，

華

I

 

:

.

.

と
な
り
、

^
は
-
期
の
消
費
の
み
に
依
存
し
て
定
ま
■っ
て
し
ま
う
。
こ
の
場
合 

㈣
の
左
忽
の
値
は
明
ら
か
に
、
他
の
期
の
消
費
水
準
か
ら
独
立
で
あ
る
。

逆
に
㈣
の
左
辺
が
他
の
期
の
消
费
水
準
か
ら
独
立
に
定
ま
る
と
し
よ
う
。
す 

る
と
抓
は
一
般
に
#

の
举
調
増
加
関
数
と
し
て
表
現
可
能
で
あ
り
、

し
た
が 

っ
て
㈣
を
最
大
に
す
る
こ
と
は
(1
0

を
最
大
に
ず
る
こ
と
に
帰
着
す
る
。

(

2)

通
常
は
P
は
一
定
の
割
引
率
と
し
て
、
さ

ら

に

.

5i
t(

c

£)

H

si(

c

s

>

~

^

の
よ
う
に
特
殊
化
し
、
時
間
を
速
続
的
に
扱
っ
て
，
'0
1

的
関
数

w

J-
艮
^)

^
兮
&

を
最
大
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(

3)

厳
密
な
証
明
は
ゴ
ル

ド

マ
ン
卩
宇
沢
.〔

2〕

定
理
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
目
的
関
数
⑽
を
さ
ら
に
、

(

s

=

g

_

■

の
よ
う
に
特
殊
化
す
る
と
、
.
条
件
㈣
は
、
.時
間
を
連
続
的
に
扱
う
場
合「

消
费 

タ
ー
ン
パ
ィ
ク
定
理」

.
を
証
明
す
る
た
め
の
基
礎
に
な
る
オ
ィ
ラ
ー
条
件
に
対 

」

fc

す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
示
そ
う
。

い
ま
の
場
合
、
03
)
よ
り 

2

彳

丨

气(

C
S)  

.

で
あ
る
か
ら
、
 

.

.

.

(24) 

g

s

=

气(

c

s

. ¥(

l

+

p

)

^

と
定
義
す
る
.と
.-
'1

は
t
期
の
消
費
の
み
に
依
存
す
る
変
数
と
な
る
。

最
適
消
費
の
理
論
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
.

ま
た
(1
4
)
は
、

M

^
SM
P)(1

+

色(

l
+
p)

n
l

+
/

、a
§ 

a
 =
 l

,
2

,
…

…
，T

I1
)

あ
る
い
は
さ
ら
に
変
形
し
て
.、
 

,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

m

 

g

s

-

?

(

T

l

)

=

—

p!
+:
J
-
-p

才

)

s

(

g

)
)
—
(

n

+

p

+

n

p
g

s

:(

作
=
1
,2

,

.,  T
 —

1)

と
あ
ら
わ
さ
れ
る
？

.

こ
^

で
比
較
の
た
め
に
時
間
を
速
続
的
に
と
.

り
扱
0

て
、

2

-
i)

=
/
s

i)
)

(9 )

ヽ
 

2/s.= 
々
s
+
5s
?r
*(

J)  

+ 

c
s

(10)'  

k
§
.
"
r
S
Y
S

の
制
約
の
下
に
、

.

；

.
て
？

：

. 

/

(22)、
W

=

 

u
{c

{ty
}e
—

ミ d
t  - 

:

:

、o

を
最
大
に
す
る
問
題
を
考
え
ょ
ぅ
。■

(24 )、
q

{
tY

U
、x

c
{
ty

y

.

と
お
け
ば
.、
■そ
の
場
合
の
オ
イ
.ラ
ー
条
件
は 

.■

(27)  

f

 

(

4
.)

と
众
る
。
：期
間
の
轉
を
十
分
に
小
さ
く
と
る
と
き
"

㈣
と
㈱
と
が
同
値
な
条
件
.

と
な
る
こ
と
は
、
(2
5)を
、

.

.

.

. 

'，

.

M 
.
 

I
z
s
l
^
—1

)=
—

(

/
、(

s))

+(

％
+
p
+
c
-
^
^- b)

g
s

七
七
.(

三
ニ
五)



k0 k* kr k

七
A

(

三
一
一
六

)

と
お
く
こ
と
に
ず
れ
ば
、
(3
0)、
(2
8
)は
そ
れ
ぞ
れ
、

(
3
2
)

备)

=

气(

/(

' S)

T

S

5) 

+ (

1
+

色」

S

)) 

05 =

 0
,
1
,
…

…
,
0
?

丨1)

■. 

.

.

.

.
-

(3
3

)

会(

t
1)

=
!

p :
+
^
p
+
々)  (

/
、£
e)

一(

さ+
P
+

7
V

))

(i  =

 l,2
,

.,T
1

1
)

と

あ
ら
わ
さ
れ
る
6

.

こ
れ
に
の
定
義
式
、
.

(24)、
^

)

 =

 u、
(
c
s
)

を
加
え
れ
ば
、
最
適
径
路
の
動
き
は
完
全
に
記
述
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

(

4.)

⑶
广
阶
よ
り§

を
§

、
•财
の
関
数
で
あ
ら
わ
し
、
オ
イ
ラー

方
程
式
を
求 

め
れ
ば
よ
い
。

.

.

四

「

消

費

タ

ー

ン

パ

イ

ク

定

理

」

「

消
費
タ
ー
ン
パ
イ
ク
定
理」

は
、
㈣
、
(3
3)式
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
間
を
連
続
的
に
扱
っ
た
場
合
と
本
質
的
に
同
一
の
方
法
に
よ

っ
て
証
明
す
る

(

5)

こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
ス
ケ
ツ
チ
を
与
え
て
お
く
。
 

i

(3
2
)
で」

み
8

=
〇
と
お
く
と

'f
'
.
q
}

平
面
.に
.、
 

g

g

A

n

 u

 
パ

f

g

—

 n
k

〕

で
示
さ
れ
る
曲
線
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
曲
線
の
上
側
で
は
崖

〉

 

0
、

下
側
で
は
J
r̂
-

SA

Oと
な
る
。(

1
図
を
見
よ
。)

.
U

(3
3
)
で

」
心(
«.—

1)

=
0 

と
お
く
と

、.

(35) 

(

/

、g
r

=

o

=

n

+

p

+

w

/

o

が
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
1
図
で
は
た
て
軸
に
平
行
な
直
線
と
な
り
、
そ
の
右
侧 

で

は

J
2(

i
l
l

)

v
o
、
左
側
で
は」

备
|

1
)<

0

と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

g

以
上
を
総
合
し
て
、
§
と
ぬ
の
径
路
を
1
図
に
記
入
す
る
。
脚
を
満
た 

す
ん
を
妒
、
そ
れ
を
(3
4
)
に
代
入
し
た
場
合
の
ふ
を
9*
と
す
る
士
、
平
衡
点(P

,  

5

は
鞍
形
結
節
点
と
な
る
。

IV4
、

如
な
ら
び
に
T
の
所
与
の
値
に
対
し
て
、

1
図
で
そ
れ
に
対
応 

す
る
径
路
が
一
本
定
ま
る
。
こ
こ
で
計
画
期
間
が
長
期
の
も
の
ほ
ど
、
平
衡
点 

(

/
>
、)

の
近
く
を
通
る
こ
と
が
い
え
る
。

(V
S
*
3

の

S
近
傍
を
定
義
す
る
^
、
実
際
に
最
適
径
路
が
そ
の
外
に 

あ
る
期
間
は
S
お
よ
び
初
期
な
ら
び
に
最
終
資
本
ス

ト

ッ
ク
量
に
よ

っ
て
で
か 

ら
独
立
に
お
さ
え
ら
れ
る
。

(

5

)

 

く
わ
し
く
は
キ
ャ
ス
C
1〕

、.
川
又〔

3〕

を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
丄
わ
れ
わ
れ
は
一
般
的
な
目
的
関
数
を
^
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
適 

条
例
07
)
を
求
め
、
そ
れ
が
完
全
予
見
の
下
に
お
け
る
主
体
の
合
理
的
行
動
の
結 

果
を
記
述
す
る
周
知
の
条
件
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
み
た
。

そ
.し
て 

「

消
毀
タ
ー
ン
パ
ィ
ク
定
现」

の
証
明
の
基
礎
と
な
る
方
程
式
は
、E

的
関
数 

を
㈣
の
よ
ぅ
に
特
殊
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
件
(|
7

)

か
ら
導
か
れ
る
こ
と
、
 

し
た
が
っ
て
そ
れ
以
上
の
何
物
も
つ
け
加
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

.こ
の
よ
ぅ
に
み
る
と
、
分
離
可
能
な
効
用
関
数
の
仮
定
が
い
か
に「

消
費
タ 

丨
ン
パ
ィ
ク
定
理」

の
証
明
に
と
っ
て
蜇
惡
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
あ
&
け
。
 

こ
の
仮
足
を
ゆ
る
め
た
場
合
に「

定
理」

が
ど
こ
ま
で
主
張
さ
れ
る
か
は
興
味 

あ
る
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
通
常
の
消
費
者
行
動
の
分
析
め
基
礎
と
な
る
効

最
適
消
費
の
理
論
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト

用
関
数
を
想
定
し
た
場
合
に
は
、「

定
理」

の
成
立
は
、

極
め
て
疑
わ
し
い
と 

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

.
な
お
わ
れ
わ
れ
の
分
析
で
は
、
投
資
お
ょ
び
消
費
の
非
負
性
に
つ
い
て
特
別 

に
考
慮
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
厳
密
に
処
理
す
る
た
め
に
は
、
先
の
最
適
条 

件
を
ク
ー
ン.

タ
ッ
ヵ
ー〔

5〕

の
条
件
で
お
き
か
え
れ
ば
ょ
い
。
こ
の
手
続
き 

は
変
分
法
の
代
り
に「

最
大
値
原
理」

を
適
用
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で 

ぁ
る
.。
.

(

6

)

な
お
ヒ
ッ
ク
ス〔

3
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説

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
«

,

——
「

過
渡
期
の
理
論」

に
つ
い
て
！

パ
タ
ン

•
バー

ゲ

ニ
ン
グ
と
賃
金
の
平
準
化
，

ノ
イ
マ
シ
径
路
と
技
術
進
歩
.

:

.資
料
•
研
究
ノ
ー•

.F
ro

h
n
d
e
n

に
つ
い
て

.

.

.

.

プ
ル
.，丨
ド
シ
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
観

(

下)

.

.

.

.

.

書

評

高
島
善
哉
著 

『

現
代
日
本
の
考
察——

民
族
♦
風
土 •

階
級
-

マ
ツ
力
I

テ
ィ
I

.
 

#

リ

ン
.

ド

バ

.
-
グ毫

『
経
済
地
理
学
序
説』

，.

.

.

.

.

.

....

-

板

東

慧

著 
『

現
代
の
労
働
組
合』

…
…

—

.

.

.

.

.

.

新
刊
紹
介

平

野

絢

子

市 佐  

石 野  

達 陽  

郎 子

後 宇  

藤 尾  

修 野

三 久

•飯

田

鼎

•高
橋
潤
ニ
郎 

.小松隆ニ

.

b

n

m

評

大
河
内
一
男
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
第
一一
集
 

『

労

働
.
経済と労働運動

』

阪

田

本
書
は
、
苽
大
総
長
大
河
内
一
男
教
授
の
還
暦
を
記
念
し
て
編
纂
し
た
論
文 

集
の
第
二
集
で
あ
り
、
.主
と
し
て
労
働
運
動
ど
労
働
経
済
に
か
ん
す
る
数
多
く 

の
論
文
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

内
容
は
三
部
か
ら
成
つ
て
.お
り
、
第

『

部 

は
、
賃
金
お
ょ
び
労
働
時
間
に
か
ん
^
る̂
論
文
か
ら
成
つ
て
お
り
、
第
二
部
は 

労
働
組
合
運
動
を
中
心
と
し
、
三
部
は
、
ひ
ろ
く
日
本
の
労
働
問
題
と
も
い
-ぅ 

べ
き
問
題
を
あ
つ
か
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

I

賃

金

構

造

の

国

際

此

蛟

藤

本

武
 

企

業

間

賃

金

構

造

桜

林

.
誠
 

日
本
の
賃
金
水
準
と
都
市
自
営
業
小
池
和
男 

労働時間短縮問題の経済的背景：

山
本

潔

'

複

雑

労

働

還

元

問

題

吓

讪

屑

濰

•

書

0

.ア
メ
リ
カ
職
能
別
組
合
の
.
一
考
察 

民
主
制
_
を
中
心
と
し
て一

. 

産
業
国
有
化
政
策
と
労
働
運
動—

I
■ジ
ョ
ン
ス
•
ホ
プ
キ
ン
ズ
学
派
め
産
業

神
代
和
欣 

•ィ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
の
一
研
究
.—

栗

田

他

,

「

ア
ナ
•
ボ
ル
論
争」

考

由

井

泰

四

郎
 

陸
軍
の
労
組
否
認
と
団
結
権
擁
護
運
動
内
藤
則
邦 

.、労
務
管
理
と
労
働
組
合——

.団
体
交
渉
の「

イ
ン
パ
ク
ト」

に
関
連
し
て—

.V
.  

: 

•'
 

高

橋

洸
 

.組
合
分
裂
の
組
織
的
.
法

的

処

理

に

つ

い

て：

藤
田
若
雄 

.•■大
学
の
自
治
京
大
•滝
川
事
件
塩
由
庄
兵
衛

ff
l
.
.
.
:

.
経
営
の
発
達
と
旁
働
柳
川
昇

. 

, 

経

済

成

長

と

農

業

人

口

山

崎

春

成
'

現
代
日
本
の
企
業
集
中
と
労
働
問
題
•

儀
我
荘
一
郎 

日

本

の

住

宅

問

題

.

関
谷
嵐
子
'

•

工
業
立
地
の
新
傾
向
I

ア
メ
リ
ヵ
の
高
速
道
路
時
代
の
研
究——

- 

,高

野
源
八
郎 

こ
ひ
豊
富
な
内
容
を
成
す
.諸
論
稿
に
つ
い
て
、
':
■ひ
と
つ
ひ
と
つ
紹
介
批
判
す 

る
こ
と
は
、
ま
ず
^r

一
 

に
筆
者
の
能
力
の
制
約
が
あ

り

、

ま
た
そ
の
余
裕
も
な 

い
の
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
興
味
あ
る
問
題
が
提
出
さ
.れ
て
い
る
の
で
筆
者 

は
三
部
か
ら
成
る
本
書
の
各
部
か
ら一

篇
ず
つ
安
と
り
あ
げ
、
简
皐
な
紹
介
お 

H

び
；批
評
を
行̂

た
V

と
思
ぅ
.0:,

.
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